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「気圧療法」とは、


　１９８０年に籐平光一氏により作られました。気を健康に生かす方法として創見されたもので、故障した患部に指先から天地の気を送り込むことにより、本人のもつ生命力を呼び起こし、体内の故障部分を修復させる療法のことです。施療時には薄地の衣類を着ていただきます。


籐平光一氏は１９０２年生まれ。幼少時病弱だったため、父親の勧めでが柔道をはじめましたが、１６才のとき厳しい練習から肋膜炎となりました。その後１９才から合気道を学びました。その後戦争体験を経て、終戦後に等一道の中村天風先生に師事しました。


１９５３年から頻繁に渡米及び渡欧し合気道を普及してきました。日本国内よりも諸外国の評価を高く受けてます。１９７１年「気の原理」を普及するために「気の研究会」を創立しました。その後１９７４年「気の原理」に基づく合気道の必要性を強く感じ「心身統一気道会」を創立、１９７７年に財団法人「気の研究会」となりました。さらに１９８０年には「気圧療法学院」を創設しました。現在この学院は東京・大阪・名古屋の３箇所にあります。籐平氏は、現在８２歳ですが、今でも栃木県の本部で現役の講師として活躍中です。丹下さんも年数回研修を受けています。


気圧療法体験談


マッサージと違い、強くもんだりしません。体のつぼをフワっと抑えるように施術していきます。悪いところは、少し触るだけで痛みを感じますが、触っているうちにこりが解けていくのを感じます。ナウマンぞうは、がんばりすぎて、全身凝り固まっていて「痛い」「痛い」の連続でしたが、何回もするうちに気持ちよくなりました。気圧は即効性がありませんので、少し物足りないようですが、あとで自然治癒力により効果がでてきます。一度是非試してください。


現在交通事故で首をいためたナウマウぞうの母を２週間に１回通わせています。右麻痺があり、完全に治癒することはありませんが、痛みが少し和らいでいます。どこまでよくなるか試してみようと思います。


「気」を入れて心も前向きにしていくことが必要です。やっぱり「病は気から！！」がんばりすぎも後ろ向きもよくありません。人間自分の置かれた分を自然に受け入れることが必要です。


　　


追伸


ナウマンぞうの母は、気圧のおかげかどんどんよくなり、杖なしで数メートル歩けるようになりました。おまけに父と二人で自宅の風呂に入っています。たまげたもんです。肩の痛みの方もかるくなり、あまり痛みません。生きるパワーのほしい人はぜひ行ってみてください。





レポート：吉岡・ナウマンぞう・橘子
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▲丹下気圧療法研究所の看板　お気軽に！
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ナウマンぞうの突撃レポート


春号「気圧療法でパワーを得る」








今回は、ナウマンぞうの元気の基である「気圧療法」の紹介をします。なんてたって、係長試験・ケアマネジャーの試験の前には必ず「気圧療法」で「気」をいっぱい入れてもらい、全て合格をしてきました。「病は気から」といいますが、人間気持ちの持ちようで人生いろいろ変わっていくものです。ナウマンぞうのパワーは「気圧療法」のおかげです。今でも月に１回くらいは通っています。


　


気圧療法士をこの６月に開業された丹下さんは、今年３月まで名古屋市南保健所で働いていました。丹下さんは、１０年くらいまえから眼の難病で視力低下がありました。それでも働きながら２年間「気」を勉強して平成７年に「気圧療法士」の資格をとりました。その後視力低下は進行していきましたが、丹下さんの努力と人柄の良さから職場の仲間に支えられ、２００２年３月無事退職されました。


そして６月に自宅を改造し、「気圧療法」所を開業しました。





▲　施術をする丹下さん　
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